
No. 9

22 － 6
20 － 6
16 － 3
12 － 8

－
－
－

No. S PTS 3Ｐ 2Ｐ FT F No. S PTS 3P 2P FT F
4 * 14 0 7 0 1 4 * 2 0 1 0 3
5 - - - - - 5 - - - - -
6 * 12 0 6 0 0 6 0 0 0 0 1
7 2 0 1 0 0 7 * 2 0 1 0 2
8 * 14 0 7 0 1 8 * 0 0 0 0 0
9 - - - - - 9 * 17 0 8 1 1

10 - - - - - 10 * 2 0 1 0 2
11 * 14 0 7 0 2       
12 - - - - -       
13 * 14 0 7 0 0       
14 - - - - -       
15 - - - - -       

            
            
            
            
            
            
            
            

HC - HC -

70 0 35 0 4 23 0 11 1 9

S: PTS: ポイント 3P: 2P: FT: F: ファールフリースロー

日本障がい者スポーツ協会・愛媛県バスケットボール協会

　第１ピリオド、序盤は岡山県、香川県とも激しい当たりがある中、岡山県は多彩な攻撃で得点を重ねる。一方、香川県は岡山県の固いディフェンスに
ゴールを奪うことができない。２２－６で岡山県リードで終わる。
　第２ピリオド、開始２分間得点がない中、岡山県＃１１が高さを生かし連続で得点を決める。さらに岡山県はオールコートマンツーマンディフェンスで、主
導権を握る。香川県は＃７、＃９がシュートを決めるもミスが多くペースをつかめない。岡山県は４２－１２と大量リードで余裕をもったままで前半終了。
　第３ピリオド、岡山県の固いディフェンスは後半も崩れることなく、リバウンドやスティールからの速攻で得点を重ねる。香川県は、＃４を中心にシュートを
打つも決まらず、得点を伸ばすことができない。第３ピリオドが終わって５８－１５で岡山県リードで終了。
　第４ピリオド、岡山県のディフェンスは、ゾーンディフェンスでラインを崩すことなく、香川県のインサイド攻撃を抑え続ける。終盤、香川県＃９のミドル
シュートで得点を入れるも、点差が縮まることはなく、７０－２３で試合終了。終始、主導権を握った岡山県が優勝。最後まで諦めず攻め続けた香川県の
粘りも称えたい。

 山田　和宏  / TEAM  石丸　知紀  / TEAM
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 見船　雅之  
 荒石　朋幸  
 丸山　晴輝  

 山田　和宏  渡辺涼太郎 
 田中　　功  古田　裕明 
 松永　崇徳  田村　治仁 

 大本　将貴  山内　昌幸 
 塩田　理史  坂田　拓哉 
 川崎　皓也  石丸　慎也 

岡山県 ○ ● 香川県
70 23

(中国) (四国)

正岡　京子 

終了時間： 14:40 山崎　主水 

主審：

第１副審：

期　　　日：

大会名称： 愛顔(えがお)つなぐえひめ大会リハーサル大会
第17回全国障害者スポーツ大会車椅子バスケットボール競技中国・四国ブロック予選会

開催場所： 今治市営中央体育館　Ｃコート

試合区分： 決勝

 

2017(H29)年5月28日 (日)

第２副審：

 選手名  選手名

 中谷　聡史  山地　慎吾 

増竹　　昇 

開始時間： 13:10

  

スターター 3ポイントシュート 2ポイントシュート

 酒井　智行  

 信谷　民也  
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